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いつも明
あか

るく振
ふ

る舞
ま

っていてクラスの人
にんきもの

気者のナオミが「キャーッ」と悲
ひ め い

鳴を

あげました。ほかの子
こ

がいっせいに目
め

を向
む

けると、ナオミは自
じ ぶ ん

分の机
つくえ

から少
すこ

し離
はな

れたところに立
た

って机
つくえ

を指
ゆ び さ

差しながらいかりのこもった声
こえ

を発
はっ

しました。

「机
つくえ

に死
し

んだムシが入
はい

ってる！　誰
だれ

よ、入
い

れたのは！」

すると、クラスで一
いちばん

番背
せ

が高
たか

く体
からだ

もがっちりしているナオミの親
しんゆう

友のショーが

すぐにナオミのところにかけよってきました。体
からだ

をかがめて机
つくえ

の中
なか

をのぞき込
こ

む

と、指
ゆび

先
さき

で払
はら

うようにしてムシを床
ゆか

に落
お

としました。

すると、テッペーがやって来
き

て、床
ゆか

に落
お

ちたムシを指
ゆび

でつまんで拾
ひろ

い上
あ

げました。

テッペーは背
せ

は普
ふ つ う

通ですが、多
たしょう

少小
こ ぶ と

太りの子
こ

です。昆
こんちゅう

虫が大
だ い す

好きでいつも昆
こんちゅう

虫

を持
も

ち歩
ある

いていて、こわがる子
こ

の目
め

の前
まえ

にわざと昆
こんちゅう

虫をつきつけたり、体
からだ

にくっ

つけたりしていたずらばかりしていて、クラスのみんなからきらわれています。

テッペーが拾
ひろ

い上
あ

げた昆
こんちゅう

虫は、頭
あたま

の方
ほう

に向
む

かって三
さんかく

角に尖
とが

っている全
ぜんしん

身が緑
みどりいろ

色

の五
ご

センチほどのバッタでした。

テッペーが口
くち

を開
ひら

こうとしたとき、ナオミが大
おおごえ

声で言
い

いました。

「テッペーちゃんなんて大
だい

きらいよ！　もうぜったい近
ち か よ

寄らないで！」

すると、テッペーは指
ゆびさき

先でつまんだバッタに目
め

を向
む

けながら言
い

いました。

「ナオミちゃんなら黙
だま

って処
しょぶん

分してくれると思
おも

ったんだがな」

それを聞
き

いたショーが声
こえ

を高
たか

めて言
い

いました。

「この前
まえ

、僕
ぼく

の机
つくえ

に頭
あたま

が三
さんかっけい

角形で長
なが

いカマを持
も

ったお腹
なか

が大きくふくらんだ大
おお

き

なカマキリの死
し が い

骸を入
い

れただろ。そんないたずらばっかりしてなにが楽
たの

しいんだ

よ」

テッペーはすぐに言
こ と ば

葉を返
かえ

しました。
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「たかが昆
こんちゅう

虫だよ。なんでこんなものがこわいんだよ。しかも、死
し

んでる昆
こんちゅう

虫な

んてただのゴミじゃないか」
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ショーはきっぱりと言
い

いました。

「みんなもうテッペーちゃんとは付
つ

き合
あ

いたくない、近
ち か よ

寄ってもらいたくないと

言
い

ってるんだ」

テッペーは「昆
こんちゅう

虫がいれば、ほかの友
ともだち

達なんていらないよ」と言
い

って、指
ゆび

でつ

まんだバッタの死
し が い

骸をほかの子
こ

の方
ほう

に向
む

けました。教
きょうしつ

室は「キャーッ！」という

叫
さけ

び声
こえ

に包
つつ

まれました。テッペーはそれを尻
し り め

目に教
きょうしつ

室から出
で

て行
ゆ

きました。

それから数
すうじつご

日後、午
ご ぜ ん

前の授
じゅぎょう

業が終
お

わって給
きゅうしょく

食を食
た

べ終
お

わった直
ちょくご

後、マリコが叫
さけ

び声
ごえ

をあげました。

見
み

ると、マリコは狂
くる

ったように髪
かみ

の毛
け

を両
りょうて

手でかきまわしています。テッペー

が激
はげ

しく動
うご

く頭
あたま

に手
て

をかけて髪
かみ

の毛
け

をかきわけて何
なに

かを探
さが

しているようです。

担
たんにん

任の山
やました

下先
せんせい

生がマリコにかけより、「なにがあったの？」と声
こえ

をかけながら

マリコをだきしめました。

すると、テッペーがいかりのこもった声
こえ

を発
はっ

しました。

「カブトムシが死
し

んじゃうよ！　じっとしてくれよ！」

「カブトムシってどういうことなの？」先
せんせい

生はテッペーに強
つよ

い声
こえ

でききました。

「オスのカブトムシを見
み

たことがないというからマリコちゃんに見
み

せてやった

ら、こんな化
ば

けものなんてきらいと言
い

うんだ。頭
あたま

にきたから頭
あたま

にのせてやったら、

頭
あたま

をグチャグチャにかきまわしたんで毛
け

にからまってとれなくなっちゃったんだ」

先
せんせい

生は命
めいれい

令するように強
つよ

い声
こえ

で言
い

いました。

「先
せんせい

生が頭
あたま

を押
お

さえているので、早
はや

くカブトムシをとり出
だ

しなさい」
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そう言うと、先
せんせい

生はマリコを胸
むね

に強
つよ

くだきしめ、マリコの頭
あたま

が動
うご

かないように

両
りょうて

手で押
お

さえました。

テッペーはマリコの毛
け

をかきわけてカブトムシを指
ゆび

でつまみ、いっきに頭
あたま

から

とり出
だ

しました。そのとたん、マリコは「いたいっ！」と悲
ひ め い

鳴をあげました。カ

ブトムシの頭
あたま

の先
せんたん

端の二
ふたまた

股になったＹ字
じ け い

形の長
なが

い角
つの

には髪
かみ

の毛
け

がついていました。

先
せんせい

生は「だいじょうぶ？」と言
い

って、しばらくはマリコをだきしめていました。

しかし、マリコが落
お

ちつくと、「テッペー君
くん

、これから教
きょういんしつ

員室に来
き

てください」

と言
い

って、テッペーの腕
うで

をとりました。
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教
きょういんしつ

員室に行
い

くと、山
やました

下先
せんせい

生は自
じ ぶ ん

分の机
つくえ

のところに椅
い す

子をもってきてテッペーを

座
すわ

らせ、自
じ ぶ ん

分も椅
い す

子に座
すわ

ると、すぐに口
くち

を開
ひら

きました。

「テッペー君
くん

が昆
こんちゅう

虫が好
す

きなのは、それはそれでいいです。でも、ほかの子
こ

、特
とく

に女
おんな

の子
こ

はみんなこわがっています」

テッペーはすぐに言
い

い返
かえ

しました。

「マリコちゃんがオスのカブトムシを見
み

たいと言
い

うから見
み

せてやったんだ。こわ

いなら初
はじ

めから見
み

たいなんて言
い

わなきゃいいんだ」

先
せんせい

生はすぐに言
い

いました。

「カブトムシを女
おんな

の子
こ

の髪
かみ

につけるなんて、いたずらもひど過
す

ぎます」

「静
しず

かにしてればすぐにとれたのに、頭
あたま

をかきまわすからいけないんだ。あんな

ことをされたら、カブトムシが死
し

んじゃうよ。最
さいきん

近はカブトムシがとれなくなっ

て、みんなお金
かね

を出
だ

して買
か

うんだよ」

先
せんせい

生はいちだんと声
こえ

を高
たか

めて言
い

いました。

「マリコちゃんよりカブトムシのほうが大
だ い じ

事なの」

「カブトムシのほうが大
だ い じ

事に決
き

まってるよ」

先
せんせい

生はテッペーに目
め

をやりながらきっぱりと言
い

いました。

「昆
こんちゅう

虫でほかの児
じ ど う

童にいたずらをしないようにこれまでも何
な ん ど

度も注
ちゅうい

意してきまし

た。これからは、生
い

きたものであれ、死
し

んだものであれ、学
がっこう

校への昆
こんちゅう

虫の持
も

ち込
こ

みは禁
き ん し

止します。持
も

ち込
こ

んだら先
せんせい

生がとりあげます。いいですね」

先
せんせい

生の言
こ と ば

葉には返
へ ん じ

事をせずに、テッペーがききました。

「先
せんせい

生も昆
こんちゅう

虫がきらいなの？　昆
こんちゅう

虫がこわいんでしょ？」

「先
せんせい

生は大
お と な

人ですから、昆
こんちゅう

虫なんてこわくありません」先
せんせい

生はすぐにきっぱりと


